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断食声明― 2026 年 7 月 11 日

この「断食声明」は、７月７日に発表するはずでしたが、私の体調を多くの方々

にご心配をわずらわせて中止、以下の経過を経て７月 11 日に発表しました。

７月 21 日閉会の６月県会から９月県会へ継続される中で、他の諸陳情共々に、

いささかの役割をたし得るならば幸いです。

一食を断ちながら、「乾式貯蔵施設」設置の是非を考え、
そして福井県議会と石田知事に熟慮・熟議を求めましょう！

若狭をかな(哀･愛)しむ会 中嶌哲演

●いま、関西電力(政府も)は、美浜・高浜・大飯の各原発敷地に「使用済み核

燃料乾式貯蔵施設」設置の容認を、県議会や知事に強力に迫っています。

それを拙速に、安易に容認するならば、若狭・福井県の未来に重大な危機を

招く分岐点になりかねません。(参考資料１ ｢はとぽっぽ｣ 2010 年 180 号 ―もし

101 回目に｢狼が来た!｣ら― )

そのことを危惧し、反対せざるをえない理由は以下に述べ、私自身の断食は

３日間(7 月 7・8・9 日)に止めましたが、少なくとも標記のよびかけを、若

狭の住民、福井県民、さらには関西圏などの市民のみなさんにも広く訴えま

す。

●これまで小浜原発や使用済み核燃料中間貯蔵施設の誘致を退け続けてきた小

浜市民は、たとえば、目前の巨大な大飯原発 3・4号機が１年間稼働すると、

広島原爆 2000 発分の「死の灰」と長崎原爆 30 発分のプルトニウムが生成、

増加する事実を、どうしても受け入れがたいのです。

乾式貯蔵施設の担保を得て、大飯 3・4 号機が稼働し続けると、大地震・津

波と複合した大事故の不安におびえ、実際に放射能放出の大事故が起これば、

内閣府の「防災・避難計画」によると、原発から 5 － 30km 圏内(UPZ)の屋内

退避させられた住民は、環境放射線が平常値の 10,000 倍に達したら避難を

開始させられることになっているのです！ (参考資料 2 内閣府｢防災･避難計画｣

―[OIL1]緊急防護措置 500 μ Sv/h 超過 )

原発が稼働すれば、使用済み核燃料が必ず増加、蓄積します。その最終処分

のツケは数万年後の世代にまで回すことになります！

原発銀座・若狭は、すでに引き受け手のない「核のごみ」銀座に変貌しつつ

あります。この上さらに「乾式貯蔵施設」を容認して、原発の延命と使用済

み核燃料のさらなる増大を許容するのでしょうか。

そもそも、誰もが嫌がる使用済み核燃料は「県外へ」という前提条件に、心
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ある小浜市民は疑問を投げかけてきました。― 核のごみ誘致許さじ然(さ)

はあれど他所(よそ)ならよきやと人の問うあり (小浜市 松本浩)

●関西電力の「ロードマップ」によれば、乾式貯蔵施設の前提として、全国内

原発の使用 済み核燃料を受け入れる青森県六ヶ所村の再処理工場の竣工を

あげています。しかし、同工場のそれは 27 回も遅延しており、操業を始め

ると原発が１年間に放出する放射性物質を１日で放出する超危険な施設で

す。これまた、このような施設がなぜ列島の最北の地に押し付けられなけれ

ばならないのでしょうか。― 東京は光の海かこの村は核燃施設野の雪明り

(弘前市 山川久美子)

●関西電力が若狭に集中化させた原発群は 11 機です。「フクシマ」後、４機が

廃炉になり、現在は７機が稼働しています。それらの原発が生み出した電力

は、これまでも現在も、すべて関西圏２府４県に送られています。若狭の原

発の実質上の当事者は関西圏ではないでしょうか。「フクシマ」の直後は、

滋賀県知事が「被害地元」を強調され、関西知事連合は大飯原発の再稼働に

こぞって反対されました。(残念ながら、夏場の電力危機という関西電力の

宣伝に屈服させられたのですが｡) 1,450 万人もの水源･琵琶湖が若狭の原発

事故で放射能汚染される前に、関西圏の広範な市民のみなさんからも声を上

げてください。

一方、立地を受け入れた自治体(町市や県)は麻薬的な「原発マネー」に汚染

されてきました。乾式貯蔵施設と引き換えの地域振興交付金の拠出が、早く

も取り沙汰されています。(参考資料３ ｢はとぽっぽ｣ 2025 年 266 号 ―｢毒を食ら

わば皿まで」!?―) ― ふるさとの孫子のなげき核のごみ残すわれらが深き罪は

も (松本浩)

●原発問題で断食を敢行するのは、これで９回目、願わくはこれで最後にした

いものです。(参考資料４ ｢はとぽっぽ｣ 2021 年 241 号 ―｢８回目の断食抗議」前後

のこと―)これまで支え、励ましてい ただいた、小浜市内、福井県内、関西

をはじめ全国の多くの個人有志、大中小の団体･グループのみなさん、心か

ら感謝いたしますとともに、上記の呼びかけの中で、ご支援くださることが

一つでもあれば幸いです。それをきっかけに、ご自身の声や訴えを広げてく

ださい。

● ― 億兆の銀河抱きて地球(ほし)恋うるいのちかなしと誰に告げなむ

― 笹の葉サラサラ 軒端に揺れる お星さまキラキラ 金銀砂子 (参考資料

5 ｢はとぽっぽ｣ 2019 年 230 号 ―｢億兆の銀河抱きて―」)

童心に立ち返って。合掌


